
海外 だよ り

会 の運営は現在のところ8月 15日の申しあわせ紅より次のように香われ

ていますO会員は4月 9日の InformaTlmeeti王Igの出席者を一応会員とし

て登余 し.その後は申し込みによっ て受け付けていますo会費はなLo会員

名簿は東大教養石黒餌にあ り.これによっ て会議の記録 ./連絡車項 ,技術的

な情報等を配布し一年 2回のマシンタイムの申し込みを取 りっいでいますO

従っ て関心をお持ちの方は ,御自分で実験をやってみたい ,七 いう積極的参

加のケースか ら,当分情報だけを流 してほしいという向きに至 るまで .どう

ぞ御遠慮 な(御申込み下 さいO

連絡先は 大阪請北区南扇町大阪市大原子力調査室 小塩高文 又紘

東京都 目黒区駒場町 東大教養学部物理教室 佐々木春≡

＼
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有名でない大学ですが ･美 しい琴の岡に建物が散在 した快適なCaTnPuSをも

ち ,会議にはもっ てこいの所でしたO会議が始 まっ て驚いたことは ,参加者

が550人以上の季数であることで したO 基太的な問題がな(なるにつれ て ･

研究者 の数がふえるのは寄妙な現象ですが ,いうまでもなくそれは応用面か

らの興味を反映 しています｡事実 .会社の研究所か らの参加者の多いのがめ

だちましたp

4日間 .朝 9時から夜 9時半まで .7時間ぎっ しりっまったプログ ラムを

注意探 (き(ことはむろん不可能でしたし .詳細はいずれRev.Mod. Phys.

に発表 され ますか ら.ここでは最後にPippardが Unsolved Problems

of Supercorductivityという題で行った話を中心に して感想を記したい

と思いますOすでに雑誌に報告 されていないようなニュースはこれといって

_みあた りませんでしたし.綜合報告的な話も多いでしたか ら,享巨常に教育的

でしたが .hot newsとして伝 えるものがないのが残念ですo

今夜の会議での主な問題は ,寅ig.～ field SuperconducJtors.Tran-

sitionねetals,Tunneling.Thin filTnな どでしたO実験の報告が

大部分で ,理論の発表は数 えるほどしかたく ,また多妹問題といえるものは

まった くありませんでしたo

High field Supercor)ductorに関しては ,Ginzburg-LaudaurAb-

i-ikosov｣ュorkov (GLAG) theoryの予言を確かめる実験の報告が多

く,Spongemodelをとる蝿 ndelssoknの頑強な反対にもかかわらず .･

'iq_igh Field Suporconductorのいろいろな問題は大部分 .GLAG と

Anderson らの flux creepで説明できるという所におちついてきたよう

ですO定量的にはいろいろ問題がありますが ,たとえば .GLAG theory

のパラメーターkの温蜜変化 ま~でGorkovの与えた理論 と合 うのは驚 くべき

です｡なおAbrikosovの Lattice Structureを直接 obserreする実

験はまだないようです0
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Transitionmetals&AHoysに関 しては .これ といっ て新 しい車は

ありませんでした,,8.良.Colesが d-wave functionの characterを

考えに入れることが大 釘だと指摘したこと .Vanadi皿 などのKnight

shiftが orbitalparamagnetism で説明されること .fviatthia主が

すべ ての (強磁性 ,etcをのぞいた )金属は充分 pureで .低温にすれ ば

すべ てSuperになるという半宗教的信念 をのべ (理解する長 めには信t なけ

ればな らない/./),1㍍.L｡Coh甲･が Naはどんなに低温 でも ･Superにな

らないとや りかえしたことなどが ,記憶にのこっ ていますn

Tunnelingに関しては .gapの energy dependence△rp)によっ て,

PhononSpectrl皿 の anomaly まで知 ることができること .そして

Superconductivif･yの本質 をよく表わ している.非 常に教育的な現象 であ

る Josephson tunlleHngの話が主な話題でしたo その他いろいろ細 か

い話は たくさんありますが ,-この辺で PiPPardの話に移 りましょう(むろ

ん正確に彼 の言を伝 えていないことを断っ ておきますO )

彼は最初に .この会議 の第 1の印象として 王BC･S theory UJ71圧倒的 な成

功をあげ .それが知 られ ていた現象だけで7j･(,High fie王dSlユPei･cOn-

ductorや Tunneiingな･ど新 しく発 見された濁 象をも実E'=よく説明す るこ

とは慧 (.べきだと述べ ましたnそ して..数年 前にはなぞであったKn主ght.

Shiftも ,多 くの研究によっ て今ではそれほど不思議ではJLfrく7,rつたこと

にふれ ,個 々の金属に特有の困難 (たとえば 王nの比熱 )はあるにせよ .慕

解決 の理論的な問題は殆んどなくなった ,と述べましたC,

未解決の問題 としてPippardがあげたのは次のとおりですo

1) Proximity ettect.:.Norma一metalと Superとの･Contac.t

の問題

2) Kinetics :たとえば intermediate stateで置場を/)､さくしてい

ったとき .normalregionが どのように して消えて行 くのか ?
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5) StatlCmagneticfieldとmicrowaveを同時に与 えたとき ,後

者のPenetrationdepthの変化

2).5)には ,･time depeIldelltGinzbur_g-Landallequationがあ

れば都合が よいp

2).5)の問題はわれわれも考えていたので .心強 く思いましたが ,きわ

めて困難な問題ですL,

Pippardは最後に .Superconductivityが .応用 される段階にきて

いること,そして多くの研究がEngineerの手に移って行 くことを指摘 しま

したOそ してBCS や GLAG theoryの内容をくみ とるのがいかに困難

であるかは この会議をきいていても明 らかだか ら.われわれ Scier3tistは .

これ らの理論をもつとわか りやすい .engilleerの使いやすい形にしなけれ

ばなら別 ､o これが未解決の問題の二つだ 一といっ て結びの言葉にしましたO

これには小生.少し異論があります｡ このような理論は ,そう簡単な形には

できないでしょうO それよりもむしろ .応用と基礎研究の境界がぼけて .い

草までの固体物理屋の多くが ･必要なSem卜appユiedphysi~csをやるよ

うになるのが自然だと思いますO このことは .G.氏.や 王.B.M.の研究所 の

活動をみれば明らかですO

会議 はBardeenの Cor)cludi喝 p-emarksで幕をとじましたO

彼はあ まりphysicsにっいては話しませんでした｡ ただStlperCOnductivity

の研究 も.他の固体物塵と同じ様相を呈 してきた ことを指摘 しましたn また

この会議でもつともひんぽんに名をあげられたのが ,Ginzburg.La王ldau,

Abrikosov.Gorikovら の Sov-ietの物腰学者だったが .最後の瞬間ま

で彼 らのくることを希望 していたけれど .逮_a.1人も参加しなかったのが残

念であると述べ ましたO 実際 .この会議は .LandauSchoolの輝かしい成

果をものがたるものでしたから.われわれもまった(同感 しましたO

4日間 ,プログラム以外にも ,食事の時間に ,そして夜会議が終ってか ら
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Barでのみなが ら.いろいろな^ としゃべ りっづげで .聞いた ことを まとめ

る時間 もなかったくらいですoそのかわ り,正直にいっ て日義 ではえられな

い刺激を感 じました,,唯 1の freeafternoon も.UItraso王lic aft-.､

e‡】uatior)をやっ ている実験家の集 りにひっぼ りだされ 書やつと50分は

ど時間をみつけ てプールにとびこんだようJ?次第です.i

実験家が ･こち らのSuggestiorl(たとえばType I王の Supercond-LiCtOr

で の attenuati,or)など)を真剣に考えてくれるのか面白いですO

会議は29日夕方終 り ,参加者の一部はバスでG.E功の研究所のある

Schenectadyに向いましたO バスの車でPippalrdに会い ,いろいろ話を

しましたnHe耳で も Josephs｡r)効果 と同じことがあるはずだ-t指摘 した

ところ .Josenhsonも加わって.2時間あまり議論を楽 しみ ました,いま

旅をしなが らこの間題や ,Criticalf7uctuatio3-の間定などを考 えてい

ますo

それでは ,あまり散 まんにならないうちに ,この辺で筆をおきますQ
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